
社会福祉法人　群馬県社会福祉協議会

NO.243
2013 冬号

「福祉ぐんま」の作成経費として共同募金配分金を使用しています。

■主な内容
＊ぐんまボランティアフォーラム2012･･･2
＊年頭のごあいさつ･･･3　　＊ハートtoハート　ミュージックフェスティバル･･･3
＊平成24年度虐待防止セミナー ･･･4　　＊介護支援専門員現任者研修･･･5
＊ボランティア情報･･･6〜7
＊素敵な笑顔･･･8
＊福祉マンパワーセンターよりお知らせ･･･8
＊福祉まめ知識･･･8

知的障害者施設　らいず
高平　直明さん

（関連記事は８ページに掲載）



 福祉ぐんま№243（2013　冬号）

2

パネルトークより

《
様
々
な
関
係
者
同
士
に
よ

る
協
働
の
企
画
》

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
東
日
本
大
震

災
の
支
援
活
動
で
の
つ
な
が
り
を
、

参
加
者
の
方
々
と
さ
ら
に
強
く
し
て

い
く
機
会
と
す
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
関
心
の
あ

る
方
や
、
実
践
者
な
ど
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
が
、
企
画
段
階
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
に
携
わ

る
様
々
な
業
種
の
方
た
ち
で
協
働
・

連
携
し
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
今

大
会
の
特
徴
で
あ
り
ま
し
た
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
の
新
た
な
つ
な
が
り
を

目
指
し
て
》

　

基
調
講
演
で
は
、
川
端
さ
ん
が

﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
り
所
を
つ
く

る
﹂
と
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
い
、

震
災
や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
移
住

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
が
急
務
と
さ
れ
る
地
域
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
で
き
る
場
所
と

し
て
図
書
館
を
設
置
し
、
地
域
で
の

生
き
が
い
づ
く
り
を
図
る
＂
み
ん
な

の
と
し
ょ
か
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＂
の

活
動
を
通
し
て
、
参
加
者
に
被
災
地

の
現
状
や
復
興
へ
の
歩
み
に
つ
い
て

呼
び
か
け
た
後
、
福
島
県
い
わ
き
市

の
現
状
や
群
馬
県
へ
避
難
さ
れ
て
い

る
方
を
支
援
す
る
団
体
、
実
際
に
群

馬
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
の
声
を
聴

き
な
が
ら
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
テ
ー
マ
別
の
研
究

会
で
あ
る
分
科
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
団
体
を
中
心
に
、
企

業
や
関
係
団
体
、
専
門
職
種
、
大
学

等
、
東
日
本
大
震
災
で
様
々
な
支
援

活
動
を
行
っ
た
団
体
同
士
の
活
動
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
た
他
、

東
北
３
県
の
福
祉
施
設
で
の
授
産
製

品
を
中
心
と
し
た
﹁
復
興
デ
パ
ー
ト
﹂

を
行
い
、
広
く
県
民
の
方
々
に
震
災

支
援
や
そ
の
活
動
に
つ
い
て
啓
発
・

普
及
の
機
会
を
創
り
、
同
分
野
を
超

え
、
異
分
野
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

づ
く
り
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
新
た
な
つ
な
が
り
づ
く
り
へ
》

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
支
援
活
動
を
と
お
し
て

生
ま
れ
た
関
係
者
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
改
め
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
必
要
性
や
意
義
を
見

直
し
、
本
県
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
層
の
振
興
に
つ
な
が
る

機
会
と
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
今

後
も
様
々
な
課
題
解
決
と
向
き
合
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
裾
野

を
広
げ
、
関
係
者
と
協
働
・
連
携
し

て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

づ
く
り
と
な
る
よ
う
な
機
会
を
創
っ

て
い
き
た
い
。

ぐんまボランティアフォーラム2012
～つなげよう今、そして未来へ～開催!!

「ぐんまボランティアフォーラム2012」（同推進委員会、県社会福祉協議会、県ボランティア連絡協議会主催）
が11月24日、｢前橋市総合福祉会館」を会場に開催され、みんなの図書館・代表の川端秀明さんの講演を始め、
震災を風化させないために何ができるかを深めあったパネルトーク、テーマ別の４つの分科会などさまざまな
催しが行われました。

東北３県の授産製品の販売を行った｢復興デパート｣

分科会｢集え学生！創ろう、これからのボランティア｣より

様々な関係団体の活動紹介と交流を図った｢パネル展示｣コーナー
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第20回

 

開
催
ま
で
の
準
備
と

当
日
の
運
営 

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
施
に
あ
た

り
、
日
頃
、
支
援
業
務
を
行
っ
て
い

る
職
員
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
。

委
員
自
ら
が
出
演
交
渉
を
行
う
な
ど
、

計
４
回
の
会
議
を
経
て
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
当
日
の
運
営
に
あ
っ
て

は
、
実
行
委
員
だ
け
で
な
く
、
厚
生

事
業
部
会
を
構
成
す
る
全
て
の
施

設
・
団
体
か
ら
職
員
を
派
遣
い
た
だ

き
、
係
員
と
し
て
当
日
の
円
滑
で
安

全
な
実
施
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
25
年

の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
の
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
１
年
９
か
月
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
我
々
は
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
さ
れ

た
方
々
や
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
息
の
長
い
支

援
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
災
害
で
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
地
域
の
支
え
合
い
の
大
切
さ
が
あ
ら
た
め

て
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
年
、
社
会
・
経
済
状
況
が
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題
・
生
活

課
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
多

く
は
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
家
庭
の
機
能

の
低
下
、
地
域
社
会
の
機
能
の
脆
弱
化
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
家
族
や
地
域
社
会
の
在
り
方
が
問
わ

れ
て
お
り
、
同
時
に
、「
地
域
福
祉
の
推
進
」

を
目
指
す
県
社
協
の
使
命
と
役
割
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
我
々
は
、「
県
民
だ
れ
も
が
と

も
に
支
え
合
い
、
住
み
な
れ
た
家
庭
、
地
域
で
、

そ
の
人
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
、

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

下
城
茂
雄

曲
提
供
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
さ

れ
て
い
る
﹁
ボ
サ
ノ
バ
・
カ
サ
ノ

バ
﹂、
本
県
出
身
の
﹁
ス
ト
レ
イ
☆

ボ
ー
イ
ズ
﹂、
マ
ジ
ッ
ク
・
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
も
つ
﹁
マ
ジ
ャ

シ
ャ
ン�

若
鳩
︵
じ
ゃ
っ
く
︶﹂、
県

身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
カ
ラ
オ
ケ

交
流
大
会
入
賞
者
に
よ
る
音
楽
発
表

の
計
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
構

成
。
節
目
の
20
回
目
に
ふ
さ
わ
し
い

豪
華
な
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

 

開
催
の
趣
旨 

　

歌
や
音
楽
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歌
は
い
つ
も
私
た
ち
の
そ
ば
に
い
て
、

共
に
悲
し
み
、
慰
め
、
怒
り
、
喜
び
、

愛
し
、
支
え
、
励
ま
し
、
勇
気
づ
け

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
世
に
ふ
た
り
と

同
じ
人
間
が
い
な
い
よ
う
に
、
私
た

ち
は
障
害
の
有
無
や
出
身
、
信
条
に

こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
の

違
い
を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
心
を
持
ち
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
願
い
を
音
楽
に

託
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
々
の

共
感
を
得
て
、
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

 

豪
華
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成 

　

今
回
は
、
演
奏
や
Ｃ
Ｄ
制
作
、
楽

　群馬県社会福祉協議会厚生事業部会による、
「第20回ハートtoハートミュージックフェス
ティバル」が去る10月30日（火）に前橋市総合
福祉会館を会場に開催されました。参加者は、
当日のスタッフ等を含め527名。例年以上にた
くさんの方々にお集まりいただき、盛況のう
ちに終わりました。

ミュージックフェスティバル
ハート to ハート

ストレイ☆ボーイズ

（『爆笑・感動・気持ちいい』をモットーに

活動 27 年目を迎えて精力的に活動中！）

マジャシャン 若鳩
「マジック＋ジャグリング＝マジャシャン」として
パフォーマンスを開催中♪
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平成24年度

虐待防止セミナー開催
　県内の社会福祉関係者などを対象に、平成24年10月19日(金)、11月19日(月)、11月27日(火)の３日間、群馬県社
会福祉総合センター８階ホールにおいて、「虐待防止セミナー」が開催されました。
　総計で487名の参加をいただきました。

　本年度も県社会福祉協議会主催により、県民一人ひとり
が地域社会で安心した社会生活が送れるよう、暴力や虐待
の発生メカニズムや正しい対処法などを明らかにし、暴力
や虐待のない社会の創造を目指し、共に考え共に理解を図
ることを目的に開催いたしました。
　３日間に渡り、高齢者分野に日本女子大学人間社会学部
教授渡部律子氏、児童分野に子どもの虐待防止センター理
事・相談員の広岡智子氏、障害者分野には南魚沼法律事務
所弁護士の黒岩海映(みはえ)氏をそれぞれお招きしまし
た。
　第１回は10月19日(金)に高齢者
虐待について、渡部律子氏に講演
いただきました。
　渡部先生からは、高齢者虐待の
現状、虐待が起こる背景等につい
て講義があり、またＤＶＤを用い
た相談援助技術の演習も行われま
した。

　第２回は11月19日(月)に広岡智
子氏に児童虐待について講演いた
だきました。
　広岡氏は虐待の現状と理解をＮ
ＰＯの現場から訴える提言活動も
行っており、虐待の歴史・定義、
虐待がおきる原因等、多くの体験
事例を交えてお話いただきまし
た。

　第３回は11月27日(火)に障害者
虐待について、黒岩海映氏に講演
いただきました。
　黒岩先生からは、弁護士として
自らがたずさわった虐待事件や障
害者差別禁止法制定に向けた活動
を中心に、調査報告や障害者虐待
防止法の説明、虐待防止施策の今
後の課題についても説明がありま
した。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
　参加者アンケートでは、「考えさせられる研修だった。」
「講師が体験した虐待事例の内容で、生の声が聞けてよかっ
た。」「具体的事例が衝撃的だった。」「実例とともに法の解釈
していただき参考になった。」などたくさんのご意見をい
ただきました。
　今後、県社協としてもさらに充実した研修が提供できる
ようにしていきたいと思います。

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
意
義

や
役
割
に
つ
い
て
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
地
域
生

活
を
支
え
る
権
利
擁
護
の
多
様
な
支

援
組
織
の
活
動
紹
介
を
通
し
て
、
一

層
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

︻
日
時
︼

平
成
25
年
１
月
29
日
︵
火
︶

　
　

13
時
30
分
～
16
時
00
分

︻
講
演
・
講
師
︼

テ
ー
マ
﹁
地
域
活
動
と
権
利
擁
護
﹂

國
學
院
大
學　

法
科
大
学
院

　
　

教
授　

佐
藤
彰
一
氏

︻
会
場
︼

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

８
階
ホ
ー
ル

　
　

(

前
橋
市
新
前
橋
町
13

－

12)

︻
連
絡
先
お
よ
び
申
込
先
︼

福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
課
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
７

－

２
５
５

－

６
２
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
７

－

２
５
５

－

６
１
７
３

平成24年度

権利擁護
セミナー
のお知らせ

共同募金配分事業

渡部律子氏

黒岩海映氏

広岡智子氏
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実
務
従
事
者
基
礎
研
修
は
、
介
護

支
援
専
門
員
と
し
て
の
初
任
者
を
対

象
に
、
実
務
経
験
が
、
お
お
む
ね
通

算
１
年
未
満
の
方
を
対
象
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
日
数
は
、
五
日
間
︵
平
成

二
十
四
年
九
月
六
日
か
ら
九
月

二
十
五
日
ま
で
の
間
で
︶
で
し
た
。

参
加
者
は
、
全
体
で
、
１
０
３
名
で

し
た
。
研
修
内
容
は
、﹁
介
護
支
援
専

門
員
の
倫
理
﹂
や
﹁
プ
ロ
セ
ス
論
﹂

等
の
全
体
講
義
と
居
宅
コ
ー
ス
・
施

設
コ
ー
ス
に
分
か
れ
演
習
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

専
門
研
修
課
程
Ⅰ
は
、
初
任
者
～

中
堅
レ
ベ
ル
の
介
護
支
援
専
門
員
を

対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
的
分
野

の
知
識
・
技
術
を
習
得
し
、
専
門
職

と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
日
数
は
、
七
日
間
︵
平
成

二
十
四
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月

三
十
日
ま
で
の
間
で
︶
で
し
た
。
参

加
者
は
、全
体
で
１
８
９
名
で
し
た
。

研
修
内
容
は
、﹁
介
護
保
険
制
度
論
﹂

﹁
認
知
症
の
病
理
と
リ
ハ
と
ケ
ア
﹂

﹁
高
齢
者
の
疾
病
及
び
主
治
医
と
の

連
携
﹂﹁
社
会
資
源
の
活
用
﹂
等
の

全
体
講
義
と
選
択
科
目
と
し
て
、﹁
訪

問
看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
﹂
等
最
低
３
科
目
の
選
択
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

専
門
研
修
課
程
Ⅱ
は
、
中
堅
レ
ベ

ル
以
上
の
介
護
支
援
専
門
員
を
対
象

に
、
支
援
困
難
事
例
へ
の
対
応
技
術

な
ど
を
習
得
し
、
事
業
所
・
施
設
で

中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
た
め

の
研
修
で
す
。

　

研
修
日
数
は
、
四
日
間
︵
平
成

二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
十
二

月
四
日
ま
で
の
間
で
︶
で
し
た
。
参

加
者
は
、全
体
で
８
８
７
名
で
し
た
。

研
修
内
容
は
、
全
体
講
義
と
居
宅

コ
ー
ス
・
特
養
コ
ー
ス
・
老
健
コ
ー

ス
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
月
～
３
月
に
か
け
て
、
実
務
未

経
験
者
を
対
象
の
﹁
更
新
研
修
﹂、

と
５
年
の
更
新
期
限
が
切
れ
て
し

ま
っ
た
方
を
対
象
の
﹁
再
研
修
﹂
及

び
今
年
度
の
群
馬
県
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験
に
合
格
し
た

方
を
対
象
の
﹁
実
務
研
修
﹂
の
３
研

修
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
平
成
十
九
年
度
よ
り

群
馬
県
の
委
託
を
受
け
、﹁
群
馬
県
介

護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
﹂

業
務
の
一
部
を
受
託
し
、
試
験
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
試
験
は
、
介
護
支
援
専
門
員

の
養
成
に
あ
た
り
、
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
を
受
講
す
る
前
段
と
し

て
、
事
前
に
必
要
な
専
門
知
識
等
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
は
、
介
護
保
険

法
に
規
定
さ
れ
た
専
門
職
と
し
て
、

要
介
護
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
応

じ
、
対
象
と
な
る
方
が
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
本
人
や

家
族
の
意
向
、
心
身
の
状
態
等
を
勘

案
し
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連

絡
・
調
整
を
図
り
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス

計
画
︵
ケ
ア
プ
ラ
ン
︶
を
作
成
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
実
行
後
、

要
介
護
者
や
家
族
の
状
況
に
応
じ
て

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
変
更
・
修
正
を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
試
験
を
受
験
で
き
る
方
は
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
、
原
則

５
年
以
上
の
対
人
援
助
業
務
を
経
験

し
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月

二
十
八
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
当
日

欠
席
者
を
含
め
、
受
験
者
は
、

二
千
五
百
名
近
く
に
な
り
、
受
験
者

全
体
の
約
二
割
弱
の
４
６
０
名
が
合

格
し
ま
し
た
。︵
合
格
発
表
日
・
12

月
10
日
︶

　

合
格
者
に
は
、
今
後
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
修
了
後
、
介
護
現
場

で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
て

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
現
任
者
研
修

　

本
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
、
介
護
保
険
法
第
六
十
九
条
三
十
三

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
群
馬
県
か
ら
、「
指
定
研
修
実
施
機
関
」
の
指
定

を
受
け
、以
下
の
研
修
を
（
一
部
委
託
事
業
を
含
む
）
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
介
護
支
援
専
門
員
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
、
５
年
毎
の
更
新

が
必
要
と
な
り
、
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
従
事
す
る
に
は
、
現
任
者
研

修
（
更
新
研
修
）
を
受
講
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
務
従
事
者
基
礎
研
修

今
後
の
研
修
予
定

専
門
研
修
課
程
Ⅰ

（
実
務
経
験
者
更
新
研
修
①
）

専
門
研
修
課
程
Ⅱ

（
実
務
経
験
者
更
新
研
修
②
）

介
護
保
険
制
度
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う

専
門
職
と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て

平成24年度群馬県
介護支援専門員実務研修受講試験

— 県内４会場で実施 —

・実 施 日　平成24年10月28日（日）
・会　　場　上武大学（伊勢崎キャンパス）他
・受験者数　2,324名
・合格者数　460名
・合 格 率　19.8％

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

合
格
者
数

受
験
者
数

H24H23H22H21H20

過去５年間の受験状況

H20 H21 H22 H23 H24

受験者数 2,109 2,204 2,204 2,236 2,324

合格者数 401 515 458 338 460

24. ９.27　前橋市民文化会館　大ホール　「認知症の病理とリハとケア」　山口晴保氏
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　総合福祉センター内に開設してある甘楽町社会福祉協

議会ボランティアセンターでは、ボランティア登録、相談、

育成などを実施しています。

　ボランティアセンターには、７部会160名が登録し活

動しています。

　福祉学習では、町内小中学校での車いす体験やデイサー

ビス、地域活動支援センター、学童保育所などで福祉体

験の支援を行っています。

　11月25日には、県南部を震源とする震度６の直下型地

震を想定した甘楽町地域防災訓練が福島小学校校庭で行われ、災害ボランティアセンター設置訓練

及び非常食配布（600食）訓練をボランティア30名の協力で実施しました。

　地域福祉を担うボランティア活動の拠点として、より多くの皆さんがボランティア活動に興味を

持ち、誰でも気軽に参加できる、誰でも気軽に足を運んでもらえる窓口づくりに努めてまいります。

甘楽町社会福祉協議会ボランティアセンター

ボランティアセンターHel
lo!

　平成24年10月27日(土)、前橋市中心市街地にて「ス

マイルキッズショッパーズ」を開催し、ぐんま学生ボラ

ンティアネットワークより27名のご協力をいただきま

した。

　この事業は、子どもたちがまちなかの店舗での職業体

験を通じてまちなかに親しみ、賑いを創り出す、(社)

前橋青年会議所主催の事業です。

　前橋市内240名の小学生がレストランや八百屋、花屋

といったまちなかの店舗をはじめ、こども議員、ラジオ

ＤＪ、新聞記者、俳優など、27種類の職業から希望し

た体験に挑戦しました。ボランティアは各店舗でのお客

さんや美容院のヘアーモデル、ハンバーガー店のスタッ

フ、ブライダル店でのドレスモデル、こども裁判での犯

人役など、様々な役割で子どもたちの職業体験を強力に

サポートし、地域での世代間交流の推進の一躍を買うことにもつながりました。

　また、職業体験の思い出を描いた子どもたちの「絵日記」を、12月７日(金)から３日間、国際交流広場(前橋市

千代田町２－８－14)に展示することができ、わが街を少しでも良くしていこうと、関係者が一体となって進める市

民活動の大切さが伝わる事業となりました。

地域の活性化を目指して～前橋青年会議所と学生ボランティアの取り組み

甘楽町社会福祉協議会ボランティアセンター
〒370－2213　甘楽郡甘楽町白倉1395－1　総合福祉センター内
TEL　0274－74－5700　FAX　0274－74－5760

甘楽町災害 VC 設置訓練の様子

子どもたちの職業体験の様子
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　途上国へワクチンを送る活動等を含めて、ペットボトルキャップの回収にご協力をいただきまして、ありがとうご
ざいます。
　今回はペットボトルキャップの回収に際して、リサイクル業者からのお願いごとを含めて、回収時のルールについ
て紹介させていただきます。

　・�リサイクルに使用する破砕機が故障する原因にもなりますので、ペットボトルのキャップ以外（その他のキャッ
プ類や缶ジュースのプルトップ、テレフォンカード等）のものは絶対にいれないでください。

　・�シール（キャンペーン用など）は必ずはがしたものにしてください。

<お問い合わせ先>　ぐんまボランティア・市民活動支援センター
　　　　　　　　  　〒371-8525　群馬県前橋市新前橋町13-12　群馬県社会福祉協議会内
　　　　　　　　  　　TEL:027-255-6111　　FAX:027-255-6444

社
会
福
祉
協
力
校

館
林
市
立
第
一
中
学
校

ペットボトルキャップ回収時のお願いについて

１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　

館
林
市
は
﹁
鶴
舞
う
形
の
群
馬
県
﹂

の
ち
ょ
う
ど
鶴
の
頭
の
部
分
に
あ
た

り
、
利
根
川
と
渡
良
瀬
川
に
挟
ま
れ

た
平
坦
地
で
、
日
本
一
暑
い
街
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
校
は
、

旧
城
下
町
の
は
ず
れ
、
風
情
あ
る
松

林
に
囲
ま
れ
、
歴
史
と
自
然
に
育
ま

れ
な
が
ら
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
部
活

動
の
声
が
い
つ
も
響
き
渡
っ
て
い
る

学
校
で
す
。﹁
豊
か
な
心
を
も
ち
、
た

く
ま
し
く
、
実
践
力
の
あ
る
生
徒
﹂

と
い
う
学
校
教
育
目
標
を
掲
げ
、
豊

か
な
人
間
性
と
社
会
性
を
持
っ
た
生

徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
．
取
り
組
み
内
容
の
紹
介

　

生
徒
会
や
委
員
会
、
各
学
年
の
総

合
学
習
を
中
心
に
地
域
交
流
や
募
金

活
動
、
様
々
な
体
験
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
は
、
い

つ
も
温
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
１) 
体
験
活
動
・
交
流

活
動

　

１
年
生　

つ
つ
じ
个

岡
公
園
の
子
房
摘
み
、

学
校
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、

赤
城
林
間
学
校
で
の
環

境
学
習

　

２
年
生　

点
字
・
手

話
体
験
講
習
会
、
車
い

す
体
験
、
幼
・
保
育
園

･

福
祉
施
設
へ
の
職
場

体
験

　

３
年
生　

福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
幼
稚
園
実

習
、
地
域
振
興
行
事

︵
下
町
夜
市
︶
な
ど
へ
の
参
加

　

運
動
会
な
ど
へ
園
児
・
お
年
寄
り

の
招
待
︵
生
徒
会
︶、
福
祉
ふ
れ
あ
い

祭
り
で
吹
奏
楽
部
の
演
奏

（
２
）
募
金･

収
集
活
動

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
集
め
、

資
源
回
収
︵
古
紙
、
ア
ル
ミ
缶
︶、
赤

い
羽
根
募
金
、
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
運
動
、

書
き
損
じ
は
が
き
、
友
情
の
絵
は
が

き
販
売

３
．
３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　

障
害
の
あ
る
方
や
お
年
寄
り
、
小

さ
い
子
ど
も
達
や
外
国
の
方
々
な
ど
、

生
徒
達
は
、
普
段
接
す
る
こ
と
の
少

な
い
方
々
と
直
接
言
葉
を
交
わ
し
た

り
、
ふ
れ
あ
っ
た
り
す
る
機
会
を
多

く
も
つ
こ
と
で
様
々
な
成
長
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑
っ
て

い
た
生
徒
達
も
、
体
験
を
重
ね
る
ご

と
に
、
進
ん
で
声
が
け
や
介
助
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

施
設
訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

生
徒
達
は
、
挨
拶
や
マ
ナ
ー
を
自
然

に
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
に
驚
き
や

小
さ
な
感
動
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後

は
、
生
徒
自
身
の
気
づ
き
や
願
い
な

ど
、
生
徒
達
の
声
を
集
め
、
地
域
社

会
と
の
様
々
な
交
流
活
動
や
福
祉
体

験
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

＊キャップ回収時のルールとお願いごと＊

園児を招待した運動会の様子
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知的障害者施設　らいず　高平　直明さん
　

前
橋
市
に
あ
る
知
的
障
害
者
施
設

「
ら
い
ず
」
で
生
活
支
援
員
と
し
て
働

く
高
平
直
明
さ
ん
。
社
会
人
１
年
目
で

学
ぶ
こ
と
の
多
い
毎
日
で
す
が
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

　

中
学
生
の
頃
か
ら
、
福
祉
関
係
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

知
的
障
害
者
施
設
で
働
こ
う
と
決
め
た

の
は
、
大
学
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

き
っ
か
け
で
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
人

た
ち
の
成
長
す
る
姿
を
見
て
、
自
分
も

同
様
に
成
長
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

 

仕
事
内
容
と
心
が
け
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

主
に
、
利
用
者
さ
ん
の
作
業
活
動
の

管
理
と
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
閉

症
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
る
の
で
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
取
る

こ
と
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
難
し

い
で
す
ね
。
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、

思
い
が
上
手
く
伝
わ
ら
な
い
と
パ
ニ
ッ

ク
に
な
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
の
で
、

ま
ず
は
利
用
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
の

関
わ
り
を
増
や
し
て
、
気
持
ち
を
理
解

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
員
と
し
て
、
指
導
者
と
し
て
、
し
っ

か
り
し
た
言
葉
遣
い
や
姿
勢
で
い
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
が
趣
味
だ
と
か
。

　

中
学
か
ら
大
学
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
フ
ッ
ト
サ
ル

　
現
在
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
勉
強
中
だ
と
い
う
高
平
さ
ん
。
夢
に
向

か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
芯
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
休
日
に
は
東
京
や
軽
井
沢
に
も
出

か
け
て
い
る
そ
う
で
、
い
き
い
き
と
し
た
笑
顔
で
撮
影
に
臨
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
て
、
平
日
の
終
業

後
に
集
ま
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
体
を

動
か
す
の
が
好
き
で
す
し
、
友
達
と
集

ま
っ
て
フ
ッ
ト
サ
ル
し
た
り
、
話
し
た

り
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。
チ
ー
ム

に
は
福
祉
関
係
者
が
多
い
の
で
、
介
護

の
こ
と
や
支
援
の
こ
と
な
ど
、
情
報
交

換
も
よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
何
で
す
か
？

　

利
用
者
さ
ん
に
毎
日
楽
し
く
来
て
も

ら
っ
て
、
楽
し
く
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
大

学
で
学
ん
だ
こ
と
だ
け
で
は
足
り
な
い

の
で
、
日
々
分
か
ら
な
い
こ
と
を
調
べ

た
り
、
休
日
に
行
わ
れ
る
講
習
会
に
参

加
し
た
り
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
利

用
者
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
施
設
に
通
う

こ
と
が
生
き
甲
斐
に
な
る
よ
う
に
、

も
っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
自
分
自
身
も
成
長
し
た
い
し
、

利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

 

こ
れ
か
ら
福
祉
職
を
目
指
す
方
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

ま
ず
は
﹁
や
り
た
い
﹂
と
思
う
こ
と

が
大
事
で
す
。
福
祉
の
仕
事
は
、
皆
あ

た
た
か
く
支
え
て
く
れ
る
の
で
働
き
や

す
い
で
す
よ
。
自
分
が
や
り
た
い
こ
と

に
信
念
を
持
っ
て
飛
び
込
め
ば
大
丈
夫

だ
と
思
う
の
で
、
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

冬
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

福
祉
ま
め
知
識

Ｑ　
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
と
は

な
ん
で
す
か
。

Ａ　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ︵outreach

︶

と
は
﹁
手
を
伸
ば
す
、
手

を
差
し
の
べ
る
﹂
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

福
祉
事
業
等
の
実
施
機
関
が
、
潜

在
的
に
利
用
が
必
要
な
方
に
対
し
て

利
用
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
自
発
的
に
は
援
助
を
求
め
て
こ
な

い
利
用
者
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
の
住
民
の
意
見
の
収
集
や
、
他

分
野
で
は
、
美
術
館
等
の
文
化
施
設

が
地
域
や
施
設
に
出
向
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
う
と
き
に
も
使

わ
れ
ま
す
。
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　福祉・介護人材の安定的確保を目指して、福祉マンパワーセンター及び福祉人材バンクは、福祉・介護人材に特化
した「福祉人材無料職業紹介事業」を実施しています。
　経験豊富な相談員が、あなたの就職活動のお手伝いをさせていただきます。
　なお、下図に、11 月分の「市町村別有効求人事業所数」をグラフ化してみました。センター・バンクの所在地から
離れていくほど、求人事業所の登録数が減少していることが明らかになりました。
　今後、中央福祉人材センターが、システムの一部改修を行い、改善に向けた取り組みを予定しています。

0

50

100

150

200

250

300

350

400 太田市
高崎市
センター

合計県外館林
周辺

太田
周辺

みどり
市

旧黒保根・
新里

桐生
市

草津・嬬恋
周辺

みな
かみ町

中之条・
東吾妻

片品・
川場

渋川
周辺

旧利根・
白沢

沼田・
昭和

南牧・
上野

安中
市

富岡
周辺

藤岡
周辺

旧榛名・
倉渕

高崎
周辺

伊勢崎
周辺

前橋
周辺

太田市高崎市センター

185

236

370 364

290

5 2 313

69

25
3 12 1

21
1

37
1

33
1 3 1 151 1 1 1

52

3 1 7 1 1 10 1 1 2 1 1 3 1 1 1 1

56

1 6 1 1 11 1
24

114

55

4

事
業
所
数

福祉マンパワーセンター・福祉人材バンクの積極的活用を!!


